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概要

本研究は、佐賀県の弘学館高等学校の高校生244名を対象とした横断的観察研究であり、生活習慣と血圧と

の関連を検討しました。平均血圧値は119.5 ± 11.3 / 71.3 ± 9.5 mmHgで、9％の学生が高血圧基準（140/85 

mmHg以上）に該当しました。高血圧の学生は、正常血圧の学生に比べて睡眠時間が短い傾向が認められまし

た（P = 0.050）。多変量解析の結果、収縮期血圧値は男性であること（β = −0.274, P < 0.001）高いBMI（β = 0.261, 

P < 0.001）が有意に関連していました。一方、拡張期血圧値は女性であること（β = 0.166, P < 0.001）糖分摂取量

（β = 0.152, P = 0.028）が有意に関連していました。一方で、食塩摂取スコア、カフェイン摂取量、有酸素運動量と

は有意な関連は認められませんでした。結論として、本研究は、性別、BMI、糖分摂取、睡眠時間が思春期の

血圧値に重要な役割を果たすことを示しました。思春期からの生活習慣改善が高血圧予防に重要である可能

性があります。具体的には高校生においては、十分な睡眠時間を確保し、運動量に応じた適切な量の糖質を摂

取し、BMIを18.5-22程度に保つことがよさそうです。

出典: Hypertension Research (2025), DOI: 10.1038/s41440-025-02381-y （日本語に翻訳）
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